
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予習 
①次の授業でやる内容を読み、見通しを持つ。 

②観察・実験の方法や準備を確認する。 

授業 

①予習で行った授業の見通しの確認 

②自分やクラスメイトの考え・意見を大切にする。 

③理科ノート(授業用ノート)を充実にする。 

復習 

①授業のふり返りをする。 

②授業で習った内容を演習する。 

 

 

 

 

予習 

①次の日の授業で行う範囲の教科書を読む。 

②教科書を読み分からない点や疑問点に印をする。 

③教科書の例題を解く。 

授業 

①途中の計算や考え方を理解する。 

②予習で分からなかった点を中心に集中して聞く。 

③授業でわからなかった内容はすぐに質問する。 

復習 

①今日の授業のノートを読み返す。 

②今日の授業で勉強した問題を解き直す。 

③ワークで今日の授業の範囲をやる。 

 間違えたところは「なぜ」を考えてやり直す。 

 

家庭学習は・・・・ 

 学校で学習した内容を確実に定着させるとともに、

自ら学ぶ力を身に付けるためにとても大切です。 

 より詳しい内容は冊子版を参照してください。 

 

 

予習 

①文学的文章や詩や短歌、俳句では、一度読んだ感想

をメモする。 

②説明的文章では、一度読んで語句の意味を調べる。 

③古文・漢文は声に出して読み、わからない語句に線

を引く。 

授業 

①授業に集中し、目的意識を持って学習する。  

②声に出して読むときは大きな声ではっきりと読む。 

③よく考え、発表する。友達、先生の話をよく聞く。 

復習 

①ノートを見直して、時間があれば書き直してみる。 

②ワークの問題を解いてみる。 

 

 

予習 
①次の授業で行う範囲の教科書を読む。 

②ノートに本文や新出単語を書き、日本語に訳す。 

③できればどんどん先まで予習する。 

授業 

①新しい単語の意味や文法の仕組みを理解する。 

②新しい単語・表現を積極的に使ってみる。 

③授業でわからなかった内容はすぐに質問する。 

復習 

①今日の授業の内容をその日のうちに読み返す。 

②疑問点が出てきたら、その日のうちに解消する。 

③ワークで今日の授業の範囲をやる。 

 

 

予習 
基本的に必要なし。その分復習に力を入れる。 

授業 

①先生の説明をよく聞く。板書以外にも、必要な

部分はメモをとっておく。 

②わからないところには、教科書やノートにチェ

ックしておき、あとで調べられるようにする。 

③教科書の資料と本文を結びつけて理解する。 

復習 

①教科書を音読して読み返し、ワークを解く。 

②理解が浅いところは、自主勉ノートにまとめてみる。 

上手な勉強方法（復習） 

①手や口を動かして繰り返し書いたり読んだりするだ

けでなく、頭を働かせる。丸暗記よりも意味を考える

方が覚えやすい。 

②分かりづらい内容は、図や表や絵などに整理してまと

めると、スッキリする。 

③自分の言葉で大事なポイントをまとめる。そうすると

丸暗記よりも記憶に残りやすい。 

④自分の言葉で友達に説明する。うまく説明できなけれ

ば、ちゃんと分かっていないということ。そこが復習

のポイントだ。 


